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●40年たっても、ときどき思い出す先生の言葉
があります。高校１年の１学期、年配の男性の
担任が、朝のショート・ホームルームで古びた
１冊の大学ノートをプルプルと震えた手で差し
出しました。「君たちにこのノートを与えます。
学級日誌によけいなことを書くのはやめなさ
い」。みんな唖然として先生の顔を見ていまし
た。結局は学級日誌へのいたずら書きが気に入
らなかっただけだったようですが、赤茶けた大
学ノートは、学級日誌へのいたずら書きに代わ
って自己開示のモノローグで埋まる回覧ノート
となりました。２冊目からは誰となく新しいノ
ートをカンパし、何冊にもなる頃、１年が終わ
りました。
●先生がそんな展開を意図したのかどうかはわ
かりませんが、今年は久しぶりに集まろうとメ
ールがまわる中、きっとみんなあのノートを思
い出していることでしょう。 

キレるとはどういう状態かを理解し、指
導が難しい子どもに対応するときに先生
が巻き込まれないようにするためのコミ
ュニケーションの方法を学びます。

『反省させると犯罪者になります』は、「反
省の強要がマイナスに働く危険性」を指
摘した興味深い本です。この本を素材に
「反省」について再考していきます。
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